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協議会体制

相談ビスケット

アウトリーチ
サポートチーム



＜課題意識＞

①年齢層が様々。若者から障害者、高齢者、生活困窮等、支援領域が多岐に

渡る。連携が必要。

②障害のない方については、現時点で明確でないがある方もおられるため

基幹センターで対応すべき。

障害がない方をつなぐ資源が限られている。

就労がテーマになりやすいが踏み出せない方が多い。

⇒相談につながっても出口で困る。

③「会いたくない」に対して工夫が必要。

介入の糸口を探るアセスメントを一人の相談員、一機関で行っていく負

担があり、介入方法についても「これでよいのか」という不安もある。

④かかわりが長期になる中、新規相談が寄せられている。

アウトリーチ部会設置の経緯①



①視察（基幹、地域生活支援拠点、社協、市）

②視察振り返りから準備委員会での協議

③課題意識とデータの整理

④ネットワーク会議での報告と承認

アウトリーチ部会設置の経緯②



＜アウトリーチ部会の設置に向けて＞

①一人の相談員、一つの機関で抱え込まない体制

②多角的視点からアセスメントを行うことができる体制

③継続的に関わることができる体制

④質の高いアウトリーチが可能となる取り組み

アウトリーチ部会設置の経緯③



アウトリーチ部会の構成
＜目的＞

「ひきこもり」「孤立」に関する相談支援の強化に向けた協議

＜委員構成＞

□子育て支援課 □地域包括支援センター □保健福祉環境事務所

□社会福祉協議会 □地域生活支援拠点センター

□精神科医療機関（訪問診療担当看護師）

□精神保健福祉センター（ひきこもり地域支援センター）

□ひきこもり地域支援センター筑後サテライトオフィス

（事務局）福祉課、基幹相談支援センター

＜期間と頻度＞

令和2年2月～令和4年3月 2か月に1回程度

⇒コロナ禍により令和5年3月まで

＜活動＞

〇教育プログラムを活用した研修等により知識・技術の向上を目指す。

〇事例検討等を通して連携体制の検討を行う。部会解散後の支援体制について

検討を行う。
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相談員の困っていることに焦点を当てて、相談員の内面的な気づき、具体
的な手段につながるアイデア出しを行った。自身の分野が関与しない事例に
ついても「相談員を支える」という視点でアイデアを出すことで、領域を超
えた支え合い、連携し合う風土づくりにつながった。
事例提供者が出してよかったと思えることを重視して実施した。



＜アイデア＞※抜粋
・携帯、ラインの方が意見が言いやすいのでは。
・本人たちの興味は何か。
やりがいを見つけていく。

・一人の対応として悩まずに、チームで。
・精神科病院、特にDrの協力を得る。
・反応がなければ自分の話しを。答える辛さがなく、聞くだけでよい人と
思ってもらえる。

・障害特性への配慮。日時・誰が行くかを予告する。
・いろいろな人を試してみる。
・家族のサポートは続ける。
・父親からの発信はあるので細々と繋がる。
・訪問看護を父親に入れる。
・関係の良い妹から手紙を出す。
・昔の知り合い等斜めからのアプローチ。
・治療からではなく、過去の元気な時の様子を聞く。
・本人が叶えたいことに関わる。
〇会えないとはいえ、本人の反応あり。誠実さが伝わっているのでは。
〇家族が事例提供者に相談する方向付けを持っている。努力の成果。



令和4年度の活動
令和3年度のまとめとして、成熟してき

た連携をひきこもり支援のサポートチーム
として残していく方向づけとなった。
社会福祉協議会の重層的支援体制整備の

仕組みの中に位置づけて活動できるよう、
令和4年度は実践研究とスキルアップ研修
を実施しながら、新たな体制へと移行して
いく。令和４年度をもってアウトリーチ部
会は活動終了することを目標にしていた。
経過として、アウトリーチ部会で行ってい
る相談員のサポートについては重層支援体
制整備上はコーディネーターが担うことに
なっており、サポートチームとして位置づ
けることが難しいことから、発展先を再検
討する状況となった。

※令和4年1月時点



結果①
令和5年3月7日（火）開催の令和4年度第5回アウトリーチ部会におい

て、相談ビスケットと同じ位置づけでチーム運営していくこととなる。

＜アウトリーチサポートチームの目的＞

相談員の困りごとに焦点をあてたグ
ループスーパービジョン、事例検討を
チームで実施する。介入の引き出しを増
やし、内面的な気づきを増やしていくこ
とにより「相談員を元気にしていく」こ
とを目的とする。またチーム員のスキル
アップのための研修企画や各領域の状況
についての意見交換を行い、分野を超え
た連携強化を図っていく。

相談ビスケット

アウトリーチ
サポートチーム

名称：アウトリーチ・サポートチーム
（Outreach Support Team:OST）

※発達障害、生活困窮関連の相談員を増員
※オブザーバー参加可能とする



＜内容＞
3か月に1回、定期開催し、令和5年度は5月、8月、11月、2月に開催する。

11月は研修会を企画する。チーム員より事例を出しグループスーパービジョンを
実施し、チーム員の内面的な気づきを含めたスキルアップを図る。各領域の相談
の傾向等の意見交換を通した連携強化という点からもチーム員のための活動を主
軸に展開する。

結果②

基幹相談支援センター

あおいとり

福岡県精神保健福祉センター

南筑後保健福祉環境事務所

筑後サテライトオフィス

しょうがい者福祉係

地域包括支援センター

筑水会病院（訪問診療）

すいれん

生活困窮関係

発達障害関係



本会（リーベルネットワーク会議）にて報告した後、
チームのPRを事務局にて作成、チーム員がそれぞれの領
域で周知する。相談員より事例が提出された場合は、事務
局にて受付を行い、日程を決めてチーム員を招集、集まれ
る人員でスーパービジョンを実施する。形態は集合を基本
とし、ハイブリッド対応できるようにする。
支援に行き詰まりを感じている相談員に対して、支持的

にアイデアを出していくことで、気づきの促し、実践の承
認、かかわりの動機づけを高める等のサポートを行う。

今後について


	スライド 1
	スライド 2: 協議会体制
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6: アウトリーチ部会の構成
	スライド 7: 実践研究
	スライド 8
	スライド 9: 令和4年度の活動
	スライド 10: 結果①
	スライド 11: 結果②
	スライド 12: 今後について

